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校
内
3
箇
所
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
！

爆
笑
!!
お
笑
い
ラ
イ
ブ
開
催

「進学就職戦線好調！」

希
望
の
進
路
先
へ
　

平
成
19
年
度
の
卒
業
時
に

お
け
る
表
彰
者
が
表
の
と
お

り
決
定
し
た
。
日
本
私
立
中

学
校
高
等
学
校
連
合
会
賞
に

は
、
情
報
科
の
丸
川 

枝
士

里
さ
ん
が
、
産
業
教
育
振
興

中
央
会
賞
に
は
情
報
科
の
岡

㟢
悠
さ
ん
、
福
祉
科
の
都
野

守
美
樹
さ
ん
。
全
国
商
業
高

等
学
校
協
会
長
賞
は
大
山
恵

梨
加
さ
ん
が
受
賞
し
た
。
検

定
資
格
取
得
、
部
活
動
で
の

活
躍
に
は
地
道
な
努
力
の
積

み
重
ね
が
必
要
で
あ
る
。
全

国
高
校
総
体
で
２
年
連
続
第

５
位
に
入
賞
し
た
女
子
卓
球

部
に
は
島
根
県
卓
球
協
会
優

秀
選
手
賞
な
ど
多
く
の
賞
を

受
賞
し
た
。
受
賞
し
た
皆
さ

ん
に
は
心
よ
り
敬
意
を
表
し

た
い
。本
当
に
お
め
で
と
う
。

を
す
る
生
徒
も
い
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
学
科
別

研
修
、
交
流
会
、
平
和
教

育
、
観
光
と
見
学
、
ホ
テ
ル

と
食
事
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
報
告
を
お
こ
な
っ

た
。
グ
ラ
ン
ト
ワ
大
ホ
ー
ル

で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

お
こ
な
う
機
会
な
ど
人
生
の

中
で
何
回
も
あ
る
も
の
で
は

な
く
、
発
表
者
た
ち
は
貴
重

な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き

た
。

卓　

球　

部

　

全
国
高
校
選
抜
卓
球
大
会

中
国
地
区
予
選
会
が
開
催
さ

れ
た
。
本
校
か
ら
男
女
団
体

戦
に
県
代
表
と
し
て
出
場

し
、
み
ご
と
女
子
が
準
優
勝

を
果
た
し
、
全
国
大
会
（
3

月
東
京
）
の
キ
ッ
プ
を
手
に

し
た
。
男
子
は
今
大
会
優
勝

し
た
関
西
高
校
と
予
選
で
同

じ
グ
ル
ー
プ
と
な
り
、
惜
し

く
も
敗
れ
た
が
、
2
位
リ
ー

グ
で
は
全
勝
し
第
7
位
入
賞

を
果
た
し
た
。
岸
総
監
督
は

「
男
子
は
（
全
国
出
場
を
逃

し
）残
念
で
あ
っ
た
が
、チ
ー

ム
ワ
ー
ク
と
粘
り
で
今
持
て

る
力
は
発
揮
で
き
た
。
女
子

は
全
国
ベ
ス
ト
8
以
上
、
男

子
は
県
優
勝
を
目
指
し
精
進

を
続
け
る
。」
と
語
っ
た
。

女
子
は
全
国
大
会
、
男
子
は

春
の
大
会
で
の
活
躍
に
期
待

し
た
い
。

女
子
団
体

　

予
選
リ
ー
グ

　
　

明
誠
③

−

１
西
京

　
　

明
誠
③

−

0
広
島
商
業

　

決
勝
リ
ー
グ

　
　

明
誠
③

−

1
岡
山
商
大
付

　
　

明
誠
0

−

③
就
実

　
　

明
誠
③

−

1
山
陽
女
子

　
　

明
誠
③

−

1
鳥
取
敬
愛

　
　

明
誠
③

−

１
岩
国
商
業

　
　

�

決
勝
リ
ー
グ
4
勝
1
敗

で
準
優
勝

男
子
団
体

　

予
選
リ
ー
グ

　
　

明
誠
③

−

0
下
関
工
業

　
　

明
誠
0

−

③
関
西

　

2
位
リ
ー
グ

　
　

明
誠
③

−

1
青
谷

　
　

明
誠
③

−

0
武
田

　
　

明
誠
③

−

0
広
島
商
船

　
　

明
誠
③

−

1
鳥
取
中
央
育
英

　
　

明
誠
③

−

0
倉
吉
東

　
　

�

2
位
リ
ー
グ
全
勝
で
第

7
位

野　

球　

部

　

1
年
生
大
会
優
勝

　

石
見
地
区
1
年
生
大
会
が

お
こ
な
わ
れ
、
決
勝
で
は
津

和
野
高
校
を
破
り
、
優
勝
を

　

２
０
０
７
年
度
か
ら
本

格
的
に
始
め
た
起
業
家
教

育
の
一
環
。
昨
年
４
月
に

生
徒
11
人
で
模
擬
会
社

「
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
ｅ
ｒ
Ⅸ
」
を

立
ち
上
げ
、
山
口
県
内
の

製
麺
業
者
や
同
市
美
都

総
合
支
社
の

協
力
を
得
て
、

商
品
開
発
を
進
め
て
き
た
。

　

第
一
弾
は
、
１
月
６
日
キ

ヌ
ヤ
益
田
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
で
初
の
１
日
シ
ョ
ッ

プ
を
開
い
て
大
盛
況
に
終

わ
っ
た
。

　

第
二
弾
は
、
１
月
27
日
わ

が
ま
ち
自
慢
フ
ェ
ア

「
美
都
の
日
」
に
、
美
都
の

協
力
を
得
て
出
店
を
し
た
。

こ
の
日
は
、
第
一
弾
を
は

る
か
に
上
回
る
大
盛
況
に

終
わ
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

起
業
家
精
神
を
身
に
つ

け
、「
実
践
を
通
し
、
自

分
で
考
え
て
行
動
す
る
力

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
の
向
上
」
を
も
身
に

つ
け
る
こ
と

が
出
来
た
。

卒
業
後
の
活

躍
に
期
待
を

し
て
い
る
。

修　了　式　　3月18日㈫
１日 入 学　　3月22日㈯
新入生研修　　4月7日㈪〜8日㈫
始　業　式　　4月9日㈬
入　学　式　　4月10日㈭

　

芸
術
鑑
賞
の
中
で
韓
国
研

修
旅
行
の
報
告
会
が
行
わ
れ

た
。

　

２
年
生
は
、
韓
国
研
修
旅

行
に
出
か
け
た
。
全
学
科
全

員
で
の
韓
国
研
修
旅
行
は
今

回
で
４
回
目
と
な
る
。毎
年
、

事
前
学
習
を
み
っ
ち
り
お
こ

な
っ
て
、
現
地
で
密
度
の

濃
い
研
修
を
お
こ
な
っ
て
い

る
。
そ
の
研
修
の
ま
と
め
が

研
修
旅
行
報
告
会
で
あ
る
。

今
回
、
芸
術
鑑
賞

と
日
に
ち
を
あ
わ

せ
て
グ
ラ
ン
ト
ワ

で
報
告
会
を
お
こ

な
っ
た
。

　

生
徒
は
こ
の
日

の
た
め
に
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
や
ビ
デ
オ
を
時

間
を
か
け
て
準
備

し
た
。
授
業
の
時

間
だ
け
で
は
足
ら

ず
、
放
課
後
に
居

残
り
を
し
て
準
備

     

韓
国
研
修
旅
行
報
告
会
を
開
催

　

タ
イ
か
ら
の
留
学
生
、
サ

イ
さ
ん
（
写
真
左
）
が
2
週

間
の
短
期
留
学
を
本
校
で
お

こ
な
っ
た
。
ク
ラ
ス
は
1
年

5
組
に
在
籍
し
、
授
業
の
ほ

か
、
部
活
動
や
課
外
活
動
に

積
極
的
に
参
加
し
た
。
短
い

期
間
で
は
あ
っ
た
が
、
友
情

が
芽
生
え
、
さ
わ
や
か
な
笑

顔
を
残
し
て
益
田
を
あ
と
に

し
た
。

　

生
徒
の
保
護
者
を
中
心
に

多
く
の
方
が
校
外
か
ら
来
場

さ
れ
、
グ
ラ
ン
ト
ワ
大
ホ
ー

ル
1
階
席
が
ほ
ぼ
満
席
に

な
っ
た
。

　

開
会
式
の
後
、
校
内
弁
論

大
会
が
お
こ
な
わ
れ
、
校
内

予
選
で
選
ば
れ
た

5
人
の
弁
士
が
発

表
を
行
っ
た
。
校

内
弁
論
大
会
の
後
、

10
月
の
韓

国
研
修
旅

行
の
報
告

会
が
実
施

さ
れ
た
。

　

研
修
旅

行
報
告
会

の
後
、「
よ

タ
イ
か
ら
の
短
期
留
学
生

　

本
校
文
化
祭
の
ト
リ
を

飾
る
芸
術
鑑
賞
が
11
月
18
日

（
日
）、
グ
ラ
ン
ト
ワ
大
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
た
。

　

本
校
の
学
園
祭
は
「
向
日

葵
祭
」
と
い
い
、
体
育
祭
と

文
化
祭
が
行
わ
れ
る
。
文

化
祭
は
さ
ら
に
販
売
実
習

と
芸
術
鑑
賞
に
分
け
ら
れ
て

い
る
。
販
売
実
習
は
す
で
に

９
月
に
終
了
し
た
。
今
回
芸

術
鑑
賞
が
行
わ
れ
て
、
こ
れ

で
学
園
祭
の
全
て
が
終
了
し

た
。

　

3
年
卒
業
生
１
２
５
名
よ

り
、
卒
業
記
念
品
と
し
て
、

長
机
22
脚
と
収
納
台
車
４
台

が
学
校
に
寄
贈
さ
れ
た
。
実

践
室
に
設
置
し
授
業
や
集
会

に
大
い
に
活
用
さ
れ
る
こ
と

だ
ろ
う
。
価
値
あ
る
記
念
品

を
贈
っ
て
い
た
だ
い
た
卒
業

生
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

末
永
く
大
切
に
利
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

新
し
い
世
界
に
向
け
て
胸
を
膨
ら

ま
し
て
、
３
年
生
１
２
５
名
は
、
３
月

１
日
思
い
出
深
い
学
び
舎
を
旅
立
つ
。

　

現
在
、
高
校
生
を
取
り
巻
く
就
職

求
人
状
況
は
、
昨
年
に
比
べ
か
な
り

回
復
傾
向
に
あ
る
が
、
依
然
と
し
て

島
根
県
内
や
益
田
市
内
は
厳
し
い
状

況
で
あ
る
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
本

校
は
高
い
就
職
率
を
上
げ
る
こ
と
が

出
来
た
。

　

進
学
も
、
確
か
な
学
力
を
土
台
に

し
た
進
学
は
も
と
よ
り
、
資
格
や
特

技
を
生
か
し
て
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
大

学
へ
の
進
学
も
実
現
さ
せ
た
。

　

就
職
も
進
学
も
、
明
誠
高
校
の
特

色
を
存
分
に
出
し
て
い
る
結
果
で
あ

る
。
卒
業
生
の
今
後
の
活
躍
に
期
待

を
し
て
い
る
。

芸術
鑑賞

卒業表彰者決定

卒
業
記
念
品
贈
呈

お も な 進 路 先

卒業表彰者一覧表
賞　　　名 表　　彰　　者　　名

私 立 中 学 高 等 学 校 連 合 会 賞 丸川枝士里
産 業 教 育 振 興 中 央 会 賞 情 報　岡㟢　　悠　　 福 祉　都野守美樹
全 国 商 業 高 等 学 校 協 会 長 賞 大山恵梨加
島 根 県 産 業 教 育 振 興 会 賞 情 報　山田　由貴　　 福 祉　室岡　稔秀

全 国 商 業 高 等 学 校 協 会 賞
４種目 大山恵梨加　　岡㟢　　悠
３種目 丸川枝士里　　山田　由貴

島 根 県 高 等 学 校
商 業 教 育 研 究 会 賞

２種目
以上 大山恵梨加　　丸川枝士里　　宮内 真帆　　岡㟢　　悠　　山田　由貴

島 根 県 高 等 学 校 職 業 資 格
取 得 者 等 顕 彰 表 彰

大山恵梨加　　岡田　　旭　　佐々岡駿希　　品川　　瑛　　田中　正浩
西坂　直也　　丸川枝士里　　村上　哲也　　山口　恭平　　青笹　勇斗
岡㟢　　悠　　長島　清志　　山田　由貴　　山本　健太

日 本 情 報 処 理 検 定 協 会
会 　 長 　 賞

大山恵梨加　　品川　　瑛　　田中　正浩　　丸川枝士里　　山口　恭平
青笹　勇斗　　岡㟢　　悠　　山田　由貴　　山本　健太

日本情報処理検定協会検定委員長賞 岡田　　旭　　佐々岡駿希　　西坂　直也　　村上　哲也　　長島　清志
島 根 県 卓 球 協 会 優 秀 選 手 賞 大庭咲陽子　　坂本　沙織　　千㟢　真耶　　多久和里香　　岡崎　佳純
島 根 県 高 等 学 校 体 育 連 盟 賞 大庭咲陽子　　坂本　沙織　　千㟢　真耶　　多久和里香　　岡崎　佳純
島 根 県 高 等 学 校 野 球 連 盟 賞 浜咲　祐大
益 田 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ 賞 都野守美樹
高 校 生 新 聞 社 賞 大庭咲陽子　　坂本　沙織　　千㟢　真耶　　多久和里香　　岡崎　佳純

ク ラ ブ 功 労 賞 （卓球部）大庭咲陽子　　三川　耕男　　坂本　沙織　　千㟢　真耶
多久和里香　　宮㟢　啓光　　岡崎　佳純　　（スキー部）　守屋恵理歌

皆  勤  賞 大山恵梨加　　平川　大樹　　石田　拓也　　世良　　仁　　豊田　洋平
石川千帆里　　小松原かすみ　松坂　浩之

精  勤  賞

大田　美咲　　大谷　春輝　　大庭　美保　　佐々岡駿希　　佐々木拓也
田中　正浩　　野上可奈子　　丸川枝士里　　三浦有希奈　　宮内　真帆
大石　成美　　大庭咲陽子　　城市　園弥　　水津　美希　　宅野　昴太
田中あゆみ　　谷口　仁亮　　三川　耕男　　當木　美穂　　千㟢　真耶
中間　辰典　　齋藤　里沙　　佐々木美帆　　都野守美樹　　宮㟢　啓光
室岡　稔秀　　渡辺　雅之　　石川　　舞　　藤井紀久子　　又賀由貴子

し
も
と
ス
ー
パ
ー

ラ

イ

ブ　

in　

M
eisei

」
が
行
わ

れ
た
。
ま
ず
、
吉
本

興
業
に
よ
る
お
笑

い
ラ
イ
ブ
が
行
わ

れ
、「
笑
い
飯
」、「
コ

メ
デ
ィ
№
1
」
と
い
う
テ
レ

ビ
で
お
な
じ
み
の
コ
メ
デ
ィ

ア
ン
が
コ
ン
ト
で
我
々
を
笑

わ
せ
て
く
れ
た
。

　

コ
ン
ト
の
後
はC

A
T

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
カ
レ
ッ

ジ
に
よ
る
ラ
イ
ブ
が
あ

り
、「R

y
o

c
o

」

と

「lungselm
o

」
の
2
組

が
生
歌
・
生
演
奏
で
盛
り
上

げ
て
く
れ
た
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除

細
動
器
）
が
、
保
健
室
、
体

育
館
入
口
、
野
球
場
の
3
箇

所
に
設
置
さ
れ
た
。
Ａ
Ｅ

Ｄ
と
は
、
心
臓
が
け
い
れ

ん
し
血
液
を
流
す
ポ
ン
プ
機

能
を
失
っ
た
状
態
（
心
室
細

動
）
に
な
っ
た
心
臓
に
対
し

て
、
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与

え
、
正
常
な
リ
ズ
ム
に
戻
す

た
め
の
医
療
機
器
で
あ
る
。

２
０
０
４
年
7
月
よ
り
医
療

従
事
者
で
は
な
い
一
般
市
民

で
も
使
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
病
院
や
診
療
所
、
救
急

車
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
空

港
、
駅
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、

学
校
、
公
共
施
設
、
企
業
等

人
が
多
く
集
ま
る
と
こ
ろ
を

中
心
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

設
置
に
併
せ
、
教
職
員
に
対

し
取
り
扱
い
講
習
会
も
実
施

さ
れ
た
。

　

ソ
ウ
ル
大
東
情
報
産
業
高

等
学
校
の
陳
起
煥
校
長
（
写

真
左
）
先
生
一
行
が
、
１

月
19
日
に
本
校
を
訪
問
さ
れ

た
。
同
校
と
は
、
韓
国
研
修

旅
行
の
際
、
過
去
４
回
ソ
ウ

ル
で
交
流
会
を
実
施
し
て
い

る
が
、
益
田
に
来
ら
れ
る
の

は
今
回
が
始
め
て
で
あ
る
。

こ
れ
を
機
に
更
に
両
校
の
結

び
つ
き
が
深
い
も
の
と
な
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
こ
と
で

あ
ろ
う
。

韓
国
大
東
情

報
産
業
高
等

学
校
の
校
長

先
生
来
校

お
弁
当
も
八
つ
橋
商
店
！

　

学
内
食
堂
「
八
ツ
橋
商

店
」
の
ぐ
る
め
レ
ポ
ー
ト

も
今
回
で
4
回
目
を
迎
え

る
。
前
号
ま
で
紹
介
し
た

と
お
り
八
つ
橋
商
店
の
メ

ニ
ュ
ー
は
教
員
、
生
徒
に

大
人
気
で
あ
る
。
し
か
し

八
ツ
橋
商
店
は
食
堂
だ
け

で
は
な
く
、
寮
生
の
毎
日

3
食
の
食
事
も
ま
か
な
っ

て
い
た
だ
い
て
い
る
。
平

日
学
校
の
あ
る
日
は
、
お

弁
当
が
学
校
に
届
け
ら
れ

る
。
各
自
お
好
み
の
弁
当

箱
に
、
愛
情
一
杯
の
手
作

り
の
お
弁
当
で
あ
る
。（
写

真
は
あ
る
日
の
生
徒
用
の

弁
当
を
、
ぐ
る
め
レ
ポ
ー

タ
ー
の
中
田
先
生
、
出
島

先
生
が
撮
影
し
た
。）
こ

の
日
は
そ
ぼ
ろ
丼
に
、
鶏

の
照
り
焼
き
、
コ
ロ
ッ

ケ
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
マ
カ

ロ
ニ
、野
菜
炒
め
な
ど
が
、

ぎ
っ
し
り
と
並
べ
ら
れ
、

ぐ
る
め
レ
ポ
ー
ト

八
ッ
橋

商
店

ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点
で
あ
る
。

「
い
い
な
。
食
べ
て
み
た
〜

い
。」
と
食
欲
旺
盛
な
中
田

先
生
。「
私
も
寮
生
に
な
り

た
い
。」
と
寮
生
に
憧
れ
る

出
島
先
生
。
い
つ
も
美
味
し

い
お
弁
当
に
寮
生
は
感
謝
し

て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

平
成
20
年
度
入
学
試
験
が

12
月
よ
り
始
ま
っ
た
。
本
年

は
Ａ
Ｏ
入
試
（
12
月
）・
推

薦
入
試
（
1
月
）・
一
般
入

試
（
2
月
）
の
3
回
を
実
施

し
た
。
寒
い
一
日
で
あ
っ
た

が
大
き
な
混
乱
も
無
く
、
無

事
終
了
し
た
。

　

ま
た
、
12
月
入
試
、
1
月

入
試
に
合
格
が
決
ま
っ
た
中

学
生
を
学
校
に
招
き
、
今
年

も
プ
レ
ス
ク
ー
ル
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。
プ
レ
ス
ク
ー
ル
と

は
、
新
し
い
生
活
を
始
め
る

に
あ
た
り
、
心
配
事
や
不
安

を
解
消
し
て
、
高
校
生
活
が

よ
り
有
意
義
な
も
の
に
な
る

よ
う
に
支
援
す
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
あ
る
。
1
月
に
行
わ
れ

た
2
回
の
プ
レ
ス
ク
ー
ル
で

は
、
生
活
の
心
構
え
や
学
習

ガ
イ
ダ
ン
ス
、
人
権
研
修
な

ど
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
興

味
深
く
取
り
組
ん
で
い
た
。

　

こ
の
ほ
ど
卒
業
式
を
目
前

に
し
た
3
年
生
を
対
象
に
、

2
日
間
に
わ
た
り
各
種
の
研

修
講
座
を
実
施
し
た
。
こ

れ
は
卒
業
後
の
生
活
の
中

で
、
起
こ
る
可
能
性
の
あ
る

事
項
に
つ
い
て
の
基
本
的
な

知
識
の
獲
得
と
、
ト
ラ
ブ
ル

回
避
能
力
を
養
う
と
共
に
、

一
人
の
人
間
と
し
て
果
た
す

べ
き
役
割
や
、
人
と
の
や
さ

し
い
接
し
方
に
つ
い
て
自
分

を
見
つ
め
な
お
す
事
を
目
的

と
し
、
毎
年
開
か
れ
て
い
る

も
の
で
あ
る
。
今
年
は
、
益

田
税
務
署
よ
り
「
税
金
」
に

つ
い
て
、
益
田
警
察
署
よ
り

「
交
通
ト
ラ
ブ
ル
」、
県
労

働
者
福
祉
協
議
会
よ
り
「
消

費
者
ト
ラ
ブ
ル
」、
県
社
会

保
険
事
務
所
よ
り
「
年
金
」、

最
後
に
人
権
教
育
と
し
て

「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
防
止
」
に
つ

い
て
そ
れ
ぞ
れ
講
師
の
先
生

に
来
校
し
て
い
た
だ
き
、
卒

業
後
の
生
活
に
直
結
す
る
大

切
な
お
話
を
し
て
い
た
だ
い

た
。
3
年
生
福
祉
科
の
多
久

和
里
香
さ
ん
は
、「
立
派
な

社
会
人
に
な
る
た
め
に
知
っ

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
を
、
た
く
さ
ん
学
び
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
の
生
活
に

ず
っ
と
役
立
て
て
い
き
た

い
。」
と
話
し
て
い
た
。

３
年
生
卒
業
前
講
座　

実
施

プ
レ
ス
ク
ー
ル
始
ま
る

今
話
題
の「
ゆ
ず
こ
め
ん
」新
食
感
！

起
業
家

教　

育

三
年
生

　

３
学
期
よ
り
教
育
活
動
の

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

毎
朝
礼
時
に
全
校
統
一
小
テ

ス
ト
が
始
ま
っ
た
。
こ
れ
は

学
習
習
慣
の
確
立
と
基
礎
学

力
向
上
を
目
的
と
し
た
も
の

で
、
漢
字
学
習
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
。
本
校
で
は
、
毎
月

１
度
漢
字
テ
ス
ト
を
実
施
し

て
い
る
が
、
今
ま
で
は
、
真

剣
に
取
り
組
む
生
徒
と
、
そ

う
で
な
い
生
徒
に
格
差
が
生

じ
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
小

テ
ス
ト
が
実
施
さ
れ
、
多
く

の
生
徒
が
毎
日
前
向
き
に
取

り
組
ん
だ
結
果
、
小
テ
ス
ト

実
施
後
初
め
て
の
全
校
漢
字

テ
ス
ト
で
は
、
成
績
上
位
者

（
90
点
以
上
）が
実
施
前
に
比

べ
約
10
倍
に
増
加
し
、
全
体

平
均
点
も
大
き
く
向
上
し

た
。
今
後
は
、
各
科
の
特
性

に
応
じ
た
学
習
を
取
り
入
れ
、

実
力
養
成
を
計
る
方
針
だ
。

新
た
な
学
習
の
取

り
組
み
に
期
待

中
国
大
会 

準
優
勝
で
全
国
キ
ッ
プ
獲
得	

女
子
卓
球

	
 

男
子
は
第
7
位
入
賞

飾
っ
た
。
奥
村
監
督
は
「
着

実
に
力
を
着
け
て
き
て
い

る
。
更
に
努
力
し
甲
子
園
を

目
指
し
た
い
。」
と
語
っ
た
。

春
か
ら
の
活
躍
が
楽
し
み
で

あ
る
。

1
回
戦 

明
誠
⑧

−

6
大
田

2
回
戦 

明
誠
⑤

−

2
邇
摩

準
決
勝 

明
誠
⑪

−

7
江
の
川

決　

勝 

明
誠
⑨

−

2
津
和
野

バ
ス
ケ
ッ
ト
部

　

県
新
人
戦
ベ
ス
ト
4

　

中
国
大
会
ベ
ス
ト
8

　

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
が
県

高
校
新
人
戦
に
お
い
て
見
事

に
ベ
ス
ト
4
に
進
出
し
た
。

ま
た
、
中
国
大
会
で
は
、
鳥

取
県
優
勝
の
倉
吉
北
高
を
破

り
ベ
ス
ト
8
に
進
出
し
た
。

田
中
監
督
は
「
県
ベ
ス
ト
8

の
壁
は
越
え
た
。
次
は
県
の

ト
ッ
プ
を
狙
う
」
と
意
気
込

み
を
語
っ
た
。

2
回
戦 

明
誠
72

−

68
松
江
西

3
回
戦 

明
誠
77

−

60
出
雲

準
決
勝 

明
誠
63

−

74
松
江
商

　
　

�

女
子
ベ
ス
ト
5

　
　
　
　
　
　

高
橋　

三
葉

　

高
等
学
校
ス
ピ
ー
チ
コ
ン

テ
ス
ト
島
根
県
大
会
が
お
こ

な
わ
れ
、
本
校
１
年
福
祉
科

の
杉
内
菜
緒
子
さ
ん
が
、「
未

来
が
不
安
だ
症
候
群
に
つ
け

る
薬
」
の
演
題
で
ス
ピ
ー
チ
を

お
こ
な
い
、
見
事
に
優
勝
を

飾
り
、
八
月
に
群
馬
県
で
あ

る
全
国
高
校
総
合
文
化
祭
に

出
場
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス

ト
で
全
国
へ

　

島
根
県
高
校
生
書
道
展
示

会
が
グ
ラ
ン
ト
ワ
で
開
催
さ

れ
た
本
校
生
徒
が
鑑
賞
し

た
。こ
れ
は
研
修
旅
行
の
折
、

交
流
校
と
書
道
を
通
じ
て
交

流
を
行
っ
た
作
品
を
、
書
道

家
持
田
勉
先
生
の
ご
尽
力
に

よ
り
広
く
紹
介
し
て
い
た
だ

い
た
。
当
日
は
牛
尾
郁
夫
市

長
、
田
原
正
居
県
議
（
本
校

理
事
）
の
ほ
か
本
校
生
徒
も

熱
心
に
鑑
賞
し
た
。

高
校
生
書
道
展
示
会

　

１
年
生
普
通
科
（
ス
ポ
ー

ツ
コ
ー
ス
）
の
生
徒
が
体
育

授
業
の
一
環
で
、
芸
北
ス

キ
ー
場
で
ス
キ
ー
実
習
を
お

こ
な
っ
た
。
多
く
の
生
徒
が

ス
キ
ー
は
初
め
て
で
、
楽
し

み
な
が
ら
も
真
剣
に
専
門
指

導
員
か
ら
基
本
を
学
ん
だ
。

ス
キ
ー
実
習

フジ
福屋
福山スチールセンター
マツダ
丸井産業
山崎製パン
ワイテック
協和発酵工業

県内就職
島根益田信用組合
島根中井工業
シマネ益田電子
ITマテリアル
ジャパンホットライン（株）
中華天心
津和野温泉宿　わた屋
デオデオ
トーイツ
益田アルミニウム
（株）太陽コミュニケーションズ
（株）テライ
ヨシワ工業
旭・やすらぎの郷
浜田工業（株）
梅寿会
医療法人社団　水澄み会
ミレ岡見
夕陽ヶ丘

公務員
益田市消防署
自衛隊
　　　　　　　　　　など

広島情報ビジネス専門学校
広島製菓専門学校
広島電子専門学校
広島美容専門学校
広島ファッションビジネス専門学校
石見高等看護学院
浜田市医師会看護学校
浜田ビューティーカレッジ
六日市医療福祉専門学校
リハビリテーションカレッジ島根

県外就職
ビックカメラ
（株）ベストライフ
島根中井工業（滋賀）
松園荘
リバースリー
阪急ホテルマネジメント
旭油業（株）
アミューズメント・ジャパン
王将フードサービス
上新電機
難波福祉会
ベイシス
山崎製パン
高室池ゴルフ倶楽部
イズミ
ヴェント・インターナショナル
エフベーカリーコーポレーション
オフィスブラウンエイ（株）
キーレックス
せんだの里
ナガイパン

大　　学
駒澤大学
淑徳大学
東京未来大学
金城大学
近畿福祉大学
関西学院大学
比治山大学
広島修道大学
福岡大学

短期大学
川崎医療短期大学
鈴峯女子短期大学
広島文化短期大学
広島文教女子大学
下関短期大学
山口芸術短期大学
山口短期大学
島根県立大学短期大学部

専門学校
ユマニテク看護専門学校
大阪IT会計専門学校
大阪動物専門学校
大阪リゾート＆スポーツ専門学校
神戸電子専門学校
ベルェベル美容専門学校
穴吹デザイン専門学校
トリニティカレッジ広島医療福祉専門学校
広島会計学院専門学校
広島県理容美容専門学校
広島コンピュータ専門学校
広島自動車大学校

ラングセルモ リョウコと生徒会

コメディ No.1

笑い飯

研修旅行報告

万福寺を見学

スキー実習 高校生書道展

女子卓球部AED

1年生大会

杉内菜緒子さん

ゆずこめん

寮生のお弁当

タイの留学生


